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 Abadie ら(2010,JASA)が提案した Synthetic Control Method は介入の実施された 1 地域と実

施されていない複数地域の時系列データから、「介入された地域が“もし”介入を受けていない場

合の counterfactual な時系列データ」を推定することで、介入効果を時系列データとして予測す

る方法として社会科学の幅広い分野で利用されている。但しこの方法論には「介入された地域の

違いによる効果」が明示的に導入されていない。Abadie らの方法はあくまで介入地域に対して

未介入時の時系列を予測し、観測値との差を介入効果とするものである。地域によって介入効果

の時系列的な挙動が異なるといういわゆる因果効果の異質性が明示的に考慮されていないため

に、推定された介入効果はあくまで当該地域でのそれでしかない。このことは、「未介入地域に

対して“もし”介入を受けている場合の counterfactual な時系列データ」の予測が明示的には行え

ないという問題にも直結する。本研究では「介入された地域の違い」が介入効果に影響を与える

モデルを明示的に組み込み、未介入地域での介入効果を推定する方法を開発し、その数理的性質

を示す。 
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であり、この介入効果を各地域(あるいは企業などのオブザベーション)間の異質性を説明する変

数を用いて予測するモデルを開発する。また本研究は株式会社富士通研究所との共同研究の成果

を一部に含む。 
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